
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 ■ 実施 ■ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

令和４年度から継続的に地域会議を開催した結果、令和６年度にまちづくり団体が設立され、より自主的に
地域住民が企画・運営するイベントが実施された。今後、当該団体の意向を尊重しながら必要な行政支援を
行う。

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

低未利用地の利活用については、今年度、作成・整理を進めている土地利用計画案や公募提案型売却を見据えた条件整理が、より効果的なも
のとなるよう精査を行う。また、地域主体のまちづくり活動については、自主的なまちづくり活動が持続的に展開されるよう必要な行政支援を行
う。
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↓

アウトカム
成果指標2

地域活動の取組件数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

3 2 2 2 2 2

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

まちづくり計画策定時は、段階的に街区ごとの個別開発を行う予定だったが、低未利用地の一体活用による
機能分担や統一感の面でメリットがあることから、土地利活用方策を再検討している。

アウトプット
活動指標2

地域会議の開催件数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0 0 0 0 2 3

↓

アウトカム
成果指標1

地域交流拠点にふさわしい機能集積（種類） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

0 0 0 0 2 2

人工

指標

アウトプット
活動指標1

低未利用地の利活用検討等による土地利用の具体化（箇所） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

2.05 人工

令和7年度予算額 517,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1.9

正規職員業務量 2.05 人工

令和6年度決算額 13,287 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 2.25 人工

令和6年度予算額 13,422 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　まちづくり計画で定めたまちづくりの基本理念である「誰もが暮らしやすく笑顔あふれるまち」を踏まえながら、人口減少・高齢
化等の社会情勢に対応した持続可能な地域社会の形成を目指す。

他都市の状況

　政令市をはじめとする多くの自治体において、拠点エリアへの機能集積を進めるまちづくりが展開されている。また、「市街地
整備２．０（国土交通省）」においては、「公民連携でビジョンを共有し、多様な手法を組み合わせ、価値・持続性を高める複合的
更新」への転換が必要とされており、全国の各都市で、エリアマネジメント活動等が拡大している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 15,790 千円 うち特定財源 0

施策名 「地域交流拠点」では、商業・サービス機能や行政機能など多様な

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　篠路駅周辺地区は、「第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン」において地域交流拠点のひとつとして位置づけられている北区北
部の重要な地区であるが、鉄道による東西市街地の分断、駅東側の脆弱な社会基盤等の地域課題を抱えており、その改善に
向け、関係部局において、鉄道高架事業、土地区画整理事業、周辺道路整備事業といった社会基盤整備を進めているところで
ある。
　そのような背景のもと、社会基盤整備による都市空間の再編を契機としたまちづくりを推進するため、令和５年２月に「篠路駅
周辺地区まちづくり計画」（以下「まちづくり計画」）を策定しており、本計画で示す低未利用地の活用と地域主体のまちづくり活
動の方向性・展開に基づき、事業を段階的に進めている。

事業内容
（何を実施し）

【土地利活用方策の検討】
　まちづくり計画で定めた駅前エリア（駅前街区）と東エリア（市有地ＡＢＣ）のうち、市有地Ａ・Ｃを先行とし、その後市有地Ｂ・駅
前街区の利活用を検討する想定であったが、令和５年度に市有地Ｂのパークゴルフ場が急遽閉鎖したことを受け、令和６年度
から低未利用地全体での土地利用計画案の検討を開始した。
　検討に当たっては、現在の社会情勢（人口減少や建築資材・人件費の高騰など）を踏まえた開発需要を確認するために、開
発事業者、出店・運営側事業者それぞれに対するヒアリング調査等を行い、官民連携による低未利用地全体の利活用方策に
ついて検討した。
【市有地の利活用】
　市有地Ａの一部について、隣接する各福祉関連施設への土地の売却・貸付に向け不動産鑑定を実施した。
【地域主体のまちづくり活動支援】
　令和４年度から本市主催で継続的に開催していた地域会議の参加者が中心となり設立したまちづくり団体に対し、持続的に
展開していけるよう民間委託により支援を行った。その結果、具体的な取組・イベントを２件実施することができた。
①篠路コミュニティセンター夏まつりと連携した藍染体験やパネル展示及びステージ発表（篠路の歴史等）
②篠路東口駅前フェスｖｏｌ．２

事業名 篠路駅周辺地区まちづくり推進費

評価担当課 所   属 政）都市計画部　事業推進課 電話番号 011-211-2706

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 37259


